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「 ア イヌ 政策 に 関す る 世論 調査 」 の 概要 































































































































































































令 和 3 年 3 月 
内 閣府 政府 広報 室 

全国 18 歳 以上 の 日 本 国籍 を 有する 者 3,000 人 

有効 回 収 数 1, 767 人 ( 回 収 率 58.9% ) 

令 和 2 年 11 月 5 日 か ら 令 和 2 年 12 月 20 日 

郵送 法 

アイ ヌ 政 策 に 関す る 国民 の 意識 を 把握 し 、 今 後 の 施策 の 参考 と する 。 

1 アデ イヌ と いう 民族 に つい て 

2 「 民 族 共 生 象 徴 空間 」 (愛称 : ツウ ポ ボ ポイ) に つい て 

3 アイ ヌ に 関す る 施策 に つい て 

「 ア イヌ 政策 に 関す る 世論 調査 」 (平成 25 年 10 月 、 平 成 30 年 7 月 ) 

「 国 民 の アイ ヌ に 対す る 理解 度 に 関す る 世論 調査 」 (平成 28 年 1 月 ) 

1 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 状況 に 鑑み 、 調査 員 と 調査 対象 の 方 と の 


接触 を 回 避 す る た め 、 郵 送 法 で 実施 し た 。 









































2 平成 80 年 7 月 調査 まで は 調査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる 
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、 郵 送 法 で 実施 し た 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
た 、 平 成 27 年 度 ま で は 、 調 査 対象 者 の 年 齢 が 20 蔵 以上 で あっ た が 、 























平成 28 年 度 以降 は 18 歳 以上 の 者 を 対象 に 実施 し て いる 。 
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表 の 数 値 (%) は 、 表 章 単 位 未 満 の 位 で 四捨五入 し て いる た め 、 内 訳 
計 が 100 に な ら な いこ と も ある 。 
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( 注 ) 平成 30 年 7 月 調査 まで は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 











(7) アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 





( 間 1 で アイ ヌ 民 族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 方 (1,654 人 ) へ の 質問 ) 
問 2 あな た は 、 ア イヌ に つい て どの よう な こと を 知っ て いま すか 。( 〇 は いく つ で も ) 







































































(上 位 5 項目 ) 
令 和 2 年 11 月 
・ ア イヌ の 人 々 が 先住 民族 で ある と いう こと 91. 2% 
・ ア イヌ の 人 々 が 独自 の 伝統 的 文化 を 形成 し て きた こと 83.2% 
・ 個 人 や 団体 と し て アイ ヌ 語 や 伝統 文化 の 保持 、 継 承 、 新 し い 文化 の 
創造 な ど に 取り 組ん で いる アイ ヌ の 人 々 が いる こと 46. 5% 
・ 明 治 時 代 以 降 、 多 く の ア イヌ の 人 々 が 非常 に 貧し く 独自 の 文化 を 
制限 され た 生活 を 余儀 な くさ れ た こと 46.3% 
・ 中 世 以 降 、 和 人 (アイ ヌ の 人 ん 々 以外 の 日 本 人 ) と の 間 に 
交流 や 争い な ど が あっ た こと 44. 1% 


(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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表 2 一 参考 1 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 








(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 
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( 注 ) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
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2 一 参考 2 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 




















(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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(上 位 7 項目 ) 
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(4) アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (文化 ) 
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кз アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (文化 ) 
















































































(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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総 数 | 1654| 83.1 81.3 498 476 459 440 All 28.4 1.3 1.8 | 424.2 
[ 性 ] 
2) 性 799 | 83.6 81.4 51.8 48.6 469 463 411 29.2 1.1 2.0 | 431.9 
女 性 855 | 827 81.3 48.0 46.7 44.9 418 41.1 27.6 1.5 1.6 | 417.1 
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70 歳 以 上 489 | 90.2 79.8 58.7 53.0 61.6 50.5 50.5 29.7 1.4 2.5 | 477.7 








表 3 一 参考 1 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (文化 ) 





(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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(2) アイ ヌ を 知っ て いた だ く た め に 重点 的 に 行う べき 取組 





14 あな た は 、 ア イヌ と いう 民族 に つい て 国民 の 皆様 に 知っ て いた だ く た め に 、 ど の よう な 取 
組 を 重点 的 に 行う べき だ と 思い ます か 。( 〇 は いく つ で も ) 











(上 位 3 項目 ) 
令 和 2 年 11 月 
・ テ レビ 番組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 78.8% 








・ ア イヌ の 伝統 的 食事 ・ 衣 服 ・ 楽 疾 な どの 体験 機会 の 提供 41.3% 





・ イ ンタ ーネット に よる 広報 活 生 35. 7% 
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テレ ビ 番 組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 78.8 
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1% 9 一 
05: 


М 
Л 

` 

РД 


\ さ で ぐ ざ ヾ 
























































Ц 








4 一 参考 1 アイ ヌ を 知っ て いた だ く た め に 重点 的 に 行う べき 取組 




















= ах А 


“ 

















Үз = 
































ўе + 














% % % % |  % 
35. 3 34.8 24.4 17.2 15.6 2 4.9 | 205.4 
































( 注 ) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
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= Ww {А 
= Ооз 9 C 
п +$ ум <А} 














| 
AES > X Ç NSS X 3 





` B A S š; ШӘ 




















E HK Ж Бр r ту > чә 





= мҝ 





#9 

















9% % % 9% 
72.8 35.5 39.0 30.3 











67.8 29.0 27.5 22. 7 























( 注 ) 「 あ な た は 、 広 く 国 民 が 、 ア イヌ に 関し て 、 関 心 を 深め る た め に は 、 ど の よう な 方 法 に よる 取組 が 効果 的 だ と 思い ます か 。 
この 中 か らい くつ で も あげ て くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 
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2 「 民 族 共生 象徴 空間 」( 愛 称 ウ ポ ポイ) に つい て 
(1)「 ウ ポポ イ 」 の 周知 度 



































( 〇 は 1 つ ) 


(資料 を 調査 対象 者 に 読ん で も ら っ て か ら 質 問 ) 
問 5 あな た は 、 ウ ポポ ボ ポイ に つい て 知っ て いま し た か 。 そ れ と も 知り ませ ん で し た か 。 

















令 和 2 年 11 月 
知っ て いた (小計 ) 35. 5% 
・ 知 っ て いた 16.2% 
・ 言 葉 ビ だ け は 聞い た こと が ある 19.3% 
知ら な か っ た 63.4% 
知っ て いた (小計 )35.5 
知っ て いた 言葉 ビ け は 聞い た 無 回 答 知ら な か っ た 
こと が ある 
(該当 者 数 ) 


Т 


С 性 

男 

女 

С 年 齢 
18 ~ 29 
30 ~ 39 
40 ~ 49 
50 ~ 59 
60 ~ 69 
70 歳 以 





数 ( 1,767 Д) Ё 


853 人 ) 








914 人 ) 


187 人 ) |; 





Же は 
188 A) | j 








293 Л) | 





278 À) | 








315 А | 





506 À) | о 








00 
(%) 
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ほ 5 「 ウ ポポ イ 」 の 周知 度 
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表 5 一 参考 1 「 民 族 共 生 象 徴 空 間 」 の 周知 度 












































( 注 1) 「 あ な た は 、「 民 族 共生 象徴 空間 」 に つい て 知っ て いま し た か 。 そ れ と も 知り ませ ん で し た か 。 こ の 中 か ら 1 つ だ け お 答え 
くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 
( 注 2) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 






































ТСЕ 





( 注 ) 





Ж 
© 
| 
$$ 
Ж 
№ 














「 あ な た は 、 こ の 国 が 取り 組ん で いる 「 
くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 











「 民 族 共 生 の 象徴 と な る 空間 」 の 周知 度 

















民族 共 4 











EF の 象徴 と な る 空間 」 に つい て 知っ て いま し た か 。 こ の 
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か ら 1 つ だ け お 答え 


(2)「 ウ ポポ イ 」 へ の 訪問 意欲 





問 6 あな た は 、 ウ ポポ ボ ポイ に 行っ て みた いと 思い ます か 。 それ と も 行っ て みた いと は 思い ませ ん 
か 。( 〇 は 1 2) 

















令 和 2 年 11 月 

行っ て みた い (小計 ) 62.1% 

・ ぜ ひ 行 っ て みた い 9.6% 

・ 機 会 が あれ ば 行っ て みた い 52.5% 

行っ て みた いと 思わ な い (小計 ) 21. 3% 

・ ど の よう な 施設 か わか ら な い の で 行っ て みた いと は 思わ な い 10.3% 

・ 施 設 の 内 容 に 興味 が な い の で 行っ て みた いと は 思わ な い 11.0% 

わか ら な い 14. 7% 

行っ て みた い (〈 小 計 )62.1 行っ て みた いと 思わ な い (〈 小 計 )21.3 

ぜひ 機会 が あれ ば わからない 無 回 答 どの よう な 施設 施設 の 内 容 に 

行っ て みた い 行っ て みた い か わか ら な い の 興味 が な い の 
で 行っ て みた い で 行っ て みた い 
と は 思わ な い と は 思わ な い 
(該当 者 数 ) Кз... 
С 性 1 
男 性 ( 853 
女 性 ( 914 
[ 年 齢 ] 

18 ~ 29 歳 ( 187 
30 ~ 39 歳 ( 188 
40 ~ 49 歳 ( 293 
50 ~ 59 歳 ( 278 
60 ~ 69 歳 ( 315 
70 歳 以 上 ( 506 






































































































































00 
(96) 








Ц 
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кб  「 ウ ポポ イ 」 へ の 訪問 意欲 
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з アイ ヌ に 関す る 施策 に つい て 
(1) 重点 的 に 行う べき アイ ヌ 関 連 施策 





問 7 あな た は 、 ア イヌ に 関す る 施策 の うち 、 ど の よう な 取組 を 重点 的 に 行う べき だ と 思い ます 
か 。( 〇 は いく つ で も ) 





(上 位 6 項目 ) 
令 和 2 年 11 月 
50.9% 














アイ ヌ の 人 々 へ の 理解 を 深め る た め の 啓 発 ・ 広 報 活 





























アイ ヌ の 歴史 ・ 文 化 の 知識 を 深め る た め の 学 校 教 育 47.9% 








FT 





ウ ポ ポイ へ の 診 客 促進 の た め の 広 報 活 


UTU 
нна) 





Ë 33. 5% 





アイ ヌ 文 化 継承 の た め の 人 材 育 成 27.2% 














アイ ヌ の 人 々 へ の 生活 や 教育 の 充実 ・ 支 援 27.1% 








アイ ヌ 文 化 復興 の た め の 地 域 活動 な ど へ の 支援 27.1% 





(複数 回 答 ) 


TEE 
5 = ЕЕЕ ЕТЕНЕ ТЕНЕТ ЕТЕНЕ ЕТЕНЕ 
лхо T. 2 ХОНААТ ОРЕ: [О ККК ооо 

Ж = RT 
SS О.О 
> HH ・ 
広報 活動 HH 


At 





アイ ヌ の 歴史 ・ 文 化 の 知識 を 深め る た め の 学 


> 47.9 
校 教育 





ウ ポ ポイ へ の 誘客 促進 の た め の 広 報 活動 33.5 





RSS 


アイ ヌ 文 化 継承 の た め の 人 材 育 成 


アイ ヌ の 人 々 へ の 生活 や 教育 の 充実 ・ 支 援 


EDGE 


アイ ヌ 文 化 復興 の た め の 地 域 活動 な ど へ の SS 
支援 | | 





ウ ポ ポイ で 体験 で きる コン テン ツ の 充 21.9 


EE 
HH 





п 総 数 (n=1.767 人 、M.T.=244.0%) 





ER 


SH 

А 
無 回 ж [кзы 
いさ = КУХ 


ЖЕНЕНИН 


аннан 
| 
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<7 251 重点 的 に 行う べき アイ ヌ 関 連 施策 


Im 
























































(複数 回 答 ) 
該 た ア | の ア アプ | ど デ ア 雇 ア | に 大 そ 特 わ 
め вера [ヘイ トイ イ | 関学 
の x 発 ヌ х | の ヌ ヌ の x す な 
学 の ・ の x | xx の 確 の | る ど 
校 歴 | 広 人 | к | 援 化 | 人 | 保 人 | 研 の か 
当 教史 報 々 継 i 復 々 Z 究 研 に 
育 ・ | 活 へ 興 | へ | ど へ рож 
x | 動 の | Ж の | の | の の | А 
化 理 © に | 教 | 生 職 | 進 関 | の 5 | WT) 
の | 解 | た 育 | 活 業 に 
者 知 を | め の | 581 お な 
識 深 | の 充 | É け Ж 
を め 人 実 の る 
深 る 材 充 ア 
め た 育 x Ж イ 
数 る め 成 援 や ヌ い 
人 % % % % % % % % % % % 
平成 30 年 7 月 調査 1, 710 45.4 42.5 30.2 26.3 18.2 17.8 15.0 0.9 9.4 9.0 | 214.9 











( 注 1) 「 あ な た は 、 ア イヌ の 人 々 に 関す る 施策 の うち 、 ど の よう な 取組 を 重点 的 に 行う べき だ と 思い ます か 。 こ の 中 か らい くつ で も 
あげ て くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 
( 注 2 ) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
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ет-#%2 重要 だ と 思う アイ ヌ 関 連 施策 
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アイ ヌ 政 策 に 関す る 世論 

















時 
J @ 対 
効 回 収 数 ( 率 



































y з з 


期 : 
@ : 
J 






































































































































































































































: 令 和 2 年 11 月 
全国 18 歳 以 上 の 
1, 767 人 (58.9%) 











5 日 か ら 令 和 














Еш 調査 


























2 年 12 月 

















日 本 国籍 を 有 


























20 日 
する 者 3, 000 人 










































































































































































































































































ここ か ら は 、 アイ ヌ 政 策 に つい て お うか が いし ます 問 1 で 「1. 知っ て いる 」 と 答え た 方 へ の 質問 
問 1. あな た は 、 ア イヌ と いう 民族 が いる こと を 知っ て 問 3. あな た は 、 ア イヌ 文化 に つい て どの よう な こと を 
いま すか 。 そ れ と も 知り ませ ん か 。( 〇 は 1 つ ) ОО 
п= 1, 
(93.6) 1. 知っ て いる (81.3) 1. アイ ヌ 語 と いう 独自 の 言語 が ある こと 
(6.2) 2. 知ら 5 ない (47.6) 2. 豊か な 表現 で 語り 伝え て きた 口承 文芸 ・ 
BIT а аванса TFT =з ー 
( 0.2) 無 回 答 а 民話 が ある こ と 
無 回 答 は 問 4 へ (83.1) 3. 衣服 や 服飾 品 を 彩る 独特 な アデ イヌ 文様 が 
ある こと 
i (45.9) 4. 伝統 的 な 古式 舞踊 が ある こと 
問 1 で 「1. 知っ て いる 」 と 答え た 方 へ の 質問 : (41.1) 5. アイ ヌ 独 自 の 民族 楽器 が ある こと 
2. あな た は 、 ア イヌ に つい て どの よう な こと を 知っ て { (49.8) 6. 盆 や 衣服 な ど ア イヌ 独自 の 伝統 的 な 
いま すか 。( 〇 は いく つ で も ) 工芸 品 が ある こと 
(n=1, 654) КТ _ (44.0) 7. アイ ヌ 独 自 の 信仰 ・ 儀 式 が ある こと 
Me RN L y DO (28. 8. アイ ヌ 独 自 の 伝統 的 な 家 尾 が ある こと 
こと | _ ( 1.3) 9. その 他 (вс) 
(83.2) 2. アデ イヌ の 人 々 が 独自 の 伝統 的 文化 を (18) 無 回 答 (М. Т. =424. 2) 
有 成 し て きた こと 
(44.1) 3. 中 世 以 降 、 和 人 (アイ ヌ の 人 々 以外 の 日 
ЖА) と の 間 に 交 流 や 争い な ど が あっ た { 
こと Ч» 問 4. あな た は 、 ア イヌ と いう 民族 に つい て 国民 の 皆様 に 
(46.3) 4. 明治 時 代 以降 、 多 く の ア イヌ の 人 々 が 非 知っ て いた だ く た め に 、 ど の よう な 取組 を 重点 的 に 行 
常に 貧しく 独自 の 文化 を 制限 され た 生 うべ きだ と 思い ます か 。( 〇 は いく つ で も ) 
后 を 余 隊 な くさ れ た こと (78.8) 1. テレ ビ 番組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 
(38.8) 5. 現代 で は 、 他 の 多く の 日 本 人 と 変わ ら な (18.9) 2. 広報 誌 ・ パ ン フ レッ ト の 配布 、 ポ スタ ー 
い 生 活 様 式 で 生活 し て お り 、 北海 道 以 外 の 掲示 
に も 全国 答 地 で 大 ら し て いる こと (35.7) 3. インタ ーネット に よる 広報 活動 
(46.5) 6. 個人 や 団体 と し て アイ ヌス 語 や 伝統 文化 の (17.8) 4. 講演 会 ・ シ ン ポ ジウ ム ・ フ ォ ー ラ ム ・ 
保持 、 継承 、 新しい 文化 の 創造 な ど に 取 交流 イベ ント の 開催 
NAFTA RD NEG (41.3) 5. アイ ヌ の 伝統 的 食事 ・ 衣 服 ・ 楽 器 な どの 
( 1.8) 7. その 他 (ус) 体験 機会 の 提供 
(03) ЖЕЖ ОЕШ (18.0) 6. キャ ラク ター な ど を 活用 し た 広報 活動 
| ( 3.2) 7. その 他 (вс) 
( 6.8) 無 回 答 (М. Т. =220. 4) 





右 の 段 の 問う に 進ん で くだ さ し 





оз. | 次 の ペー ジ の па) селаи 4” 


全員 の 方 が 【 資 料 】 を 読ん で か ら 下 の IJ 5 
以降 を お 答え くだ さ し 

















「 民 族 共 生 象 徴 空 間 」 (愛称 : ウ ポ ポイ ) に つい て 














「 民 族 共 生 象 徴 空間 」 (以下 「 ウ ポポ イ 」 と いい ま 
し ら お いち ょ う 


す 。) は 、 北海 道 白老 町 に お いて 、2020 年 7 月 12 日 
か ら 一 般 公開 し て いる アイ ヌ 文 化 復 興 ・ 創 造 の 拠点 で 
す 。 
先住 民族 アイ ヌ の 歴史 と 文化 を 主題 と し た 日 本 
初 ・ 日 本 最 北 の 国立 アイ ヌ 民 族 博 物 館 や 、 伝 統 芸能 上 
演 ・ 工 芸 な ど を 体験 で きる プロ グラ ム な ど 、 ア イヌ の 
世界 観 や 自然 観 を 体感 で きる 施設 と な っ て いま す 。 

























































































15. あな た は 、 ウ ポポ イ に つい て 知っ て いま し た か 。 
それ と も 知り ませ ん で し た か 。( 〇 は 1 つ ) 


(16.2) 1. 知っ て いた 

(19.3) 2. 言葉 だ け は 聞い た こと が ある 
(63.4) 3. 知ら な か っ た 

( 1.1) 無 回 答 




















問 6. あな た は 、 ウ ポ ポイ に 行っ て みた いと 思い ます か 。 
それ と も 行っ て みた いと は 思い ませ ん か 。( 〇 は 1 つ ) 


( 9.6) 1. ぜひ 行っ て みた い 

(52.5) 2. 機会 が あれ ば 行っ て みた い 

(10.3) 3. どの よう な 施設 か わか ら な い の で 行っ て 
みた いと は 思わ な い 

(11.0) 4. 施設 の 内 容 に 興味 が な い の で 行っ て 
みた いと は 思わ な い 

(14.7) 5. わか ら な い 

( 2.0) 無 回 答 






































7. あな た は 、 ア イヌ に 関す る 施策 の うち 、 ど の よう な 
取組 を 重点 的 に 行う べき だ と 思い ます か 。 


(33. 
(21. 
(50. 
(47. 


(27. 


(27. 
(27. 


C 8: 
(29; 
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5) 
9) 
9) 


9) 














( 〇 は いく つ で も ) 





. ウ ポポ イ へ の 誘客 促進 の た め の 広 報 活動 
. ウ ポ ポイ で 体験 で きる コン テン ツ の 充実 
. ア イヌ の 人 々 へ の 理解 を 深め る た め の 







































































砂 発 ・ 広 報 活動 
. アイ ヌ の 歴史 ・ 文 化 の 知識 を 深め る 
た め の 学 校 教育 
. ア イヌ の 人 々 へ の 生活 や 教育 の 充実 ・ 
支援 
. アイ ヌ 文 化 継承 の た め の 人 材 育 成 
. デイ ヌ 文 化 復興 の た め の 地 域 活動 な ど 
へ の 支援 
. その 他 (вс) 

無 回 答 (М. Т. =244. 0) 


